
「
鬼
交
」
と

中

『
夷
堅
志
』
に
お
け
る
民

治
療
の
用
例
か
ら
見
る

中

の
思
想
の
影

孫

一

は
じ
め
に

『
夷
堅
志
』
に
あ
る
「
鬼
交
」
の
用
例
の
中
に
、
男
と
交
わ
る

雌
犬
の
腹
中
に
あ
る

液
と
思
わ
れ
る
も
の
を
男
に

用
さ
せ
る

と
い
う
治
療
方
法
が
あ
る1

）。
こ
れ
は
民

治
療
に
投
影
さ
れ
た

中

の

思
想
の
素
朴
な
形
を
示
し
た
も
の
と
言
え
る
。

「
鬼
交
」
に
對
す
る
古
代
社
會
の
理
解
は

中
派
の
思
想
と
深

く
關
わ
っ
て
い
る
。「
鬼
交
」
は
『

經
』
で
は
「
狂
」
に

分

さ
れ
て
い
る
が
、
魏
晉
に
な
っ
て
か
ら
は
「
與
鬼
交

」

「
與
鬼
交
」「
鬼
交
」
な
ど
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
時

期
、

中
家
が
そ
れ
以

の

中

を
引
き

ぎ
つ
つ
新
た
な

素
を
加
え
て

中

を
語
っ
て
い
た
。
ま
た

と
し
て

敎
に
受

け
入
れ
ら
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
六

か
ら
隋

ま
で
の

中
派

は
飛

に
發
展
し
て
い
く
。「
鬼
交
」
を
、
患

と
「
鬼
」
と

が
性

な
關
係
を
行
っ
た
、
と

め
て
解
釋
し
た
の
は
ま
さ
に
當

時
の

中
文

、

で
あ
る
。
そ
の
解
釋
は

の
醫
學

書
に
も
取
り

入
れ
ら
れ
た
。
こ
の
背
景
を
考
慮
に
入
れ
れ
ば
、

中
の
思
想
が

「
鬼
交
」
の
治
療
方
法
に
現
れ
る
と
い
う
こ
と
は
偶
然
で
は
な
い

と
言
え
よ
う
。

本
稿
は
「
鬼
交
」
と

中

と
の
深
い
關

を

討
す
る
。
ま

た
『
夷
堅
志
』
の
用
例
を
對

と
し
て
そ
の
民

治
療
法
に
お
け

る

思
想
の
影

を

ら
か
に
示
し
た
い
。

二
二



二

「
鬼
交
」
に
つ
い
て

一
）
物
交
と
鬼
交

『
論
衡
』
訂
鬼

に
も
こ
の
病
氣
に
言

し
た
一

が
あ
る
。

そ
の
中
で
は
ま
だ
「
與
鬼
交
」
で
な
く
「
物
與
之
交
」
と
さ
れ
て

い
る
。
症

は
「
鬼
の
來
た
る
を
見
る
な
り
」
と
い
う
よ
う
で
あ

り
、
見
た
「
鬼
」
は

く
な
っ
た
家
族
や
見
知
ら
ぬ
人
の

子
を

し
て
い
る
と
い
う2

）。
こ
の
「
鬼
」

ち
あ
る
「
も
の
」
を

り
に

見
た
こ
と
は
「
鬼
交
」
の
典
型

な
症

の
一
つ
で
あ
る
。

ほ
ぼ
同
時
代
の
醫
書
『
傷

病
論
』
の

病
の
部
分
（
後
に

『
金

略
』
と
な
っ
た
テ
キ
ス
ト
）
に
は
、
こ
の

の
病
氣
に
つ

い
て
「
男
子
失

、
女
子
夢﹅
交﹅
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。「
夢
交
」

と
は
六

以
降
の
醫
書
に
あ
る
「

人
夢
與
鬼
交

」（『

病
源

候
論
』

四
十
、
以
下
『

病
源
』
と
略
記
）、
ま
た
男
性
の
場
合

の
「
夢
與
鬼
神
交

去

」（『
備

千
金

方
』

十
九
補
腎
第

八
）
の
よ
う
な

況
に

比
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

『
肘
後
一
百
方
』
は
、
患

と
交
わ
る
相
手
を
「
鬼
」
で
表
す

早
期
の
醫
學
文

、

で
あ
る
。
現
存
の
版
本
で
は
、「
女
人
與

物

交

」
と
い
う
病
症
に
對
す
る
三
つ
の
治
療
法
が
詳
細
に

べ
ら

れ
て
か
ら
、「
若﹅
男
女
喜
夢
與
鬼

」
と
い
う
附
け
加
え
の
形
で
、

「
夢
與
鬼

」
の
處
方
が

略

に
記
さ
れ
て
い
る3

）。
患

と
交

わ
る
相
手
は
「

物
」
と
さ
れ
な
が
ら
「
鬼
」
と
も
さ
れ
る
。
た

だ
そ
れ
以
降
の
醫
書
に
お
い
て
は
「
鬼
」
と
さ
れ
る
こ
と
が
定
着

す
る
よ
う
に
な
っ
た
。「
鬼
魅
」「
鬼
物
」
と
い
う
少
數
の
例
も
見

ら
れ
る
が
、
や
は
り
「
鬼
」
を
中
心
と
す
る
名

で
あ
る
こ
と
に

變
わ
り
は
な
い
。

『
肘
後
一
百
方
』
は
葛
洪
の
『
肘
後
救
卒
方
』
に
新
た
な
處
方

が
陶
弘
景
に
よ
っ
て
加
え
ら
れ
た
後
の
も
の
で
あ
る
。「
女
人
與

物
交

」
の
「

物
」
が
訂
鬼

に
あ
る
「
物
與
之
交
」
の

「
物
」
に

い
こ
と
を
も
踏
ま
え
て
、「
若
男
女
喜
夢
與
鬼

」
の

項
目
は
後
の

補
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
葛
洪
の
時
代
に
は
、

人

と
交
わ
る
相
手
を
ま
だ
訂
鬼

と
同

に
「
物
」
で
表
す
一

方
、
よ
こ
し
ま
な
性
質
を
示
す
た
め
に
、
そ
れ
を
「

物
」
と
呼

ぶ
よ
う
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
人

と
交
わ
る

「
物
」
や
「
鬼
」
の

體

な

味
は

々
で
あ
る
。
訂
鬼

の

「
物
與
之
交
」
の

に
は
「
鬼
」
す
な
わ
ち
「
物
」
が
長
い
年

二
三

「
鬼
交
」
と

中



を
經
て
妖
怪
に
な
っ
た
も
の
の

4
）と

さ
れ
て
い
る
。『
夷
堅
志
』

に
は
動
物
妖
怪
と
さ
れ
る
用
例
が
多
數
で
あ
る
一
方
、
死
ん
だ
人

や
祭
ら
れ
る
廟
神
と
さ
れ
る
例
も
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
ま
た

別
稿
で
論
ず
る
。

二
）「
交
」
の

味

『
論
衡
』

び
後
の
醫
學
文

、
に
あ
る
「
鬼
交
」
の
記

に
よ

る
と
、「
交
」
を
性

な
交
合
と

に
は
定
義
し
が
た
い
。
訂

鬼

に
は
「
物
與
人
交
」
の
原
理
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に

べ
る
。

人
之
受
氣
有
與
物
同

、
則
其
物
與
之
交
。

病

氣

劣
也
、
則
來
犯
陵
之
矣
。（
人
の
受
く
る
氣
は
物
と

を
同
じ

く
す
る

有
れ
ば
、
則
ち
其
の
物

之
と
交
は
る
。
病
み
て

氣

劣
な
る
に

べ
ば
、
則
ち
來
た
り
て
之
を
犯
し
凌
ぐ
な
り
。）

（『
論
衡
』

二
十
二
・
訂
鬼

）

萬
物
は
自
然
の
氣
を
受
け
て
生
ま
れ
、
自
然
の
氣
を
呼

攝
取

し
て
生
命
を
維
持
し
て
い
く
。

氣
は
そ
の
中
の

も
純
良
な
氣

で
あ
り
、
生
命
力
の
源
で
あ
る
一
方
生
命
そ
の
も
の
の
根
據
で
も

あ
る5

）。
訂
鬼

の
「
物
與
人
交
」
の

は
ま
さ
に
こ
の

氣
の
理

論
に
基
づ
い
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
引
用
文

、

で

べ
て
い
る

よ
う
に
、
自
然
か
ら
受
け
た

氣
が
あ
る
も
の
と
同
質
で
あ
れ
ば
、

そ
の
も﹅
の﹅
が
人

と
交
わ
る
と
い
う
こ
と
は
、
同
質
で
あ
る
た
め

に
兩

の
氣
の

に

續
性
が
あ
っ
て
互
い
に
繫
が
る
こ
と
が
で

き
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
人

の

氣
が
病
で

く
な
っ
た

時
に
、
も
の
の

氣
が

く
な
っ
た
た
め
、
人

の
氣
の
場
に

入
し
て
そ
れ
を
押
し
伏
せ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。
訂
鬼

の
こ

の
記

に

似
す
る

容
は
、
隋
の

書
で
專
ら
病
理
や
病
症
を

論
ず
る
『

病
源
』
に
も
見
ら
れ
る
。

人
稟
五
行
秀
氣
而
生
、
承
五

神
氣
而

。
若
陰
陽

和
、

則

腑

、
風

鬼
魅
不
能
傷
之
。
若
攝
衞
失

而
血
氣

、
則
風

乘
其

、
鬼
幹
其
正
。
然

人
與
鬼
交

、

腑

、
神
守

、
故
鬼
氣
得
病
之
也
。（
人
は
五
行
の
秀
氣

を
稟
け
て
生
ま
れ
、
五

の
神
氣
を
承
け
て

は
る
。
若
し
陰
陽

和
す
れ
ば
、
則
ち

腑

に
し
て
、
風

鬼
魅
も
之
を
傷
つ

く
能
は
ず
。
若
し
攝
衞
に

を
失
ひ
て
血
氣

な
れ
ば
、
則
ち

風

其
の

な
る
に
乘
じ
、
鬼

其
の
正
に
幹
す
。
然
る
に

人
の

鬼
と
交

す
る

は
、
腑

に
し
て
、
神
守

き
が
故
に
、
鬼

二
四

「
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と
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氣

得
て
之
を
病
ま
し
む
る
な
り
。）（『

病
源
』

四
十
・
與
鬼

交

候
）

人

は
五
行
屬
性
の
秀
氣
を
受
け
て
生
ま
れ
、
五

に
應
ず
る

五
つ
の
神
氣
を
も
っ
て
生
命
を

う
。
體
の

部
で
、
氣
の
陰
陽

の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
て
い
れ
ば
、
五

び
そ
れ
と
表
裏
の
關
係

を
爲
す
腑

が

く
な
る
た
め
、
人

は
外
部
の
風

や
鬼
魅
に

さ
れ
る
こ
と
が
な
い
。

に
不

當
な
攝

に
よ
っ
て

部

の
バ
ラ
ン
ス
が

れ
れ
ば
血
氣
が

く
な
り
、
人

は
風

や
鬼

魅
に

さ
れ
て
し
ま
う
。
そ
れ
ゆ
れ

人
の
「
鬼
交
」
は

腑

の

に
よ
っ
て
「
神
守
」

6
）

が

く
な
る
た
め
、
外
部
の
鬼
の
氣

が

部
に

入
し
て
そ
の
病
氣
を
致
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
と

べ
て
い
る
。

訂
鬼

の
「

氣
」
に
對
し
て
『

病
源
』
で
は
「
秀
氣
」

「
五

神
氣
」「
血
氣
」
が
言

さ
れ
て
い
る
。「
秀
氣
」
は
文

、
字

の

り
秀
で
る
氣
で
あ
り
、
氣
の
中
の

も
優
秀
な
も
の
で
あ
る
。

そ
の

味
で
は

氣
の
「
氣
の

な
る
も
の
」

7
）

と
異
曲
同
工
で
あ

る
と
思
わ
れ
る
。
五

神
氣
は
五

に
宿
り
、
人
の
場
に
お
い
て

の

行

び
そ
れ
に
應
ず
る

識
、
思
惟
、

（
神
魂

魄
志
）
な
ど
の

神
作
用
を
掌
る
。
血
氣
は

身
の
脈
絡
を

る

と
同
時
に
、
五

と
も
密
接
な
關
係
を
持
っ
て
い
る
。『

經
太
素
』
に
は
「
五
藏

、

以
藏

神
血
氣
魂
魄

也
」（

六
・
五
藏
命
分
）

8
）

と
あ
り
、
五

は

神
魂
魄
だ
け
で
な
く
、
血

氣
を
も
お
さ
め
て
い
る
と
い
う
。
ま
た
「
熱
氣
淳

…

五
藏
、

血
氣
竭
」（

二
十
六
・
癰
疽
）

9
）

と
も
あ
り
、
熱
毒
は
五

ま
で

入
す
る
と
血
氣
が
盡
き
て
し
ま
う
と
い
う10

）。
訂
鬼

で
は
「

氣
」
の
み
に
言

す
る
が
、『

病
源
』
で
は

氣
と
同

な
秀

氣
の
ほ
か
に
、
さ
ら
に
人

の
氣
の
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て

役

を
果
た
す
五

の
神
氣
、

び
そ
れ
に
か
か
わ
る
血
氣
に
も

言

し
て
い
る
。『

病
源
』
は
自
然
の
氣
が
五
つ
の
性
質
を
持

っ
て
い
る
と
い
う
點
に
着
目
し
、
そ
れ
に
應
じ
て
生
命
の

行
に

關
わ
る

な

氣
を
五

に
屬
す
る
五
つ
の
神
氣
に
細
分

し

た
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
病
理
解
釋
の
根
底
に
あ
る
氣
の
理
論
は

訂
鬼

と
變
わ
ら
な
い
。
そ
れ
は
氣
の
場
の

部
の

氣
が

く

な
っ
た
た
め
、
外
部
の
氣
が

入
し
て

部
の
氣
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

を
破

し
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。『

病
源
』
に
よ
れ

二
五
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ば
、
病
因
が
外
物
で
あ
る
、

ち
外
因
に
基
づ
く
病
氣
の
ほ
ぼ
す

べ
て
が
こ
の
理
論
に

用
で
き
る
。
そ
れ
に
基
づ
く
「
鬼
交
」
の

病
理

は
、
鬼
氣
が
人

の
氣
の

に
乘
じ
て
そ
れ
を

し

て
病
氣
を
致
す
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
の

角
か
ら
考
え
れ
ば
、「
鬼
交
」
の
「
交
」
は
原
則

に

鬼
氣
と
人
氣
の
交
わ
り
と
理
解
す
べ
き
で
あ
る
。
人

の
場
に

入
し
た
鬼
氣
は
人

自
身
の
氣
と
交
わ
る
一
方
、
人

の
氣
よ
り

い
た
め
そ
れ
を
押
し
附
け
る
よ
う
に
も
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
で

獨
語
で
誰
か
と
對
峙
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
と
い
う
症

11
）は

、

二
つ
の
氣
が
體
へ
の
支

を

っ
て
い
る
と
捉
え
ら
れ
る
。
ま
た

患

が
氣
が
狂
っ
て
い
つ
も
と
異
な
る
振
舞
を
す
る
場
合
は
、
鬼

氣
が
患

自
身
の
氣
を
完

に
壓

し
て
、
體
を

面

に
支

す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
理
解
で
き
る
。

訂
鬼

に
は
ま
た
、
病
人
が
鬼
を
見
る
こ
と
は
、
病
氣
の
時
の

目
の
機
能
が
睡
眠
の
時
と
同

に
、
そ
の

線
の
方
向
が
外
で
な

く
て

だ
か
ら
で
あ
る12

）、
と
い
う

が
見
ら
れ
る
。
そ
れ
に
よ
れ

ば
、「
鬼
交
」
の
患

が
見
た
鬼
は
、
そ
の
體

に

入
し
た
鬼

だ
と
把
握
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

三

中
派
の
解
釋：

「
陰
陽
不
交
」
と
「
鬼
交
」

「
鬼
交
」
の
「
交
」
が
氣
の
醫
學
論
に
よ
っ
て
鬼
氣
と
人
氣
と

の
交
わ
り
を

味
す
る
と
い
う
こ
と
を

べ
た
。
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
こ
の
病
症
を
性

な
關
係
に
關

附
け
て
「
交
」
を
交
接
と

す
る
傾
向
は
六

か
ら

く
な
っ
て
く
る
。
こ
れ
は
後

以
降
、

特
に
五
世
紀
頃
に
發
生
し
た

中
派
の

行13
）に

關
わ
っ
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
。
當
時
の
社
會
で
傳
わ
っ
て
い
た

中
文

、

の
多
く

は
後
に

佚
し
て
し
ま
っ
た
が
、
日
本
の
『
醫
心
方
』

14
）

に
は
『
素

女
經
』『
玄
女
經
』『
玉

訣
』
な
ど
か
ら
の

片

な
引
用
が

っ
て
い
る
。
中
で
も
特
に
「
鬼
交
」
に

れ
て
い
る
の
は
『
玉

訣
』（
以
下
『
玉

』
と
略
記
）
で
あ
る
。

『
玉

訣
』
云
。
采
女
曰
、
何
以
有
鬼
交
之
病
。
彭

曰
、

由
於
陰
陽
不
交
、

慾
深
重
、

鬼
魅

像
與
之
交

。
與

之
交

之

、
其
有

於
人
。
久
則

惑
、
諱
而

之
、
不

肯

人
。
自
以
爲
佳
。
故
至
獨
死
而
莫
之
知
也
。（（『
玉

訣
』
に
云
ふ
。
采
女
曰
く
、
何
を
以
て
か
鬼
交
の
病
有
る
、
と
。

彭

曰
く
、
陰
陽
の
交
は
ら
ざ
る
に
由
り
て
、

慾
深
重
と
な
れ

二
六

「
鬼
交
」
と

中



ば
、

ち
鬼
魅
は
像
を

り
て
之
と
交

す
。
之
と
交

す
る
の

は
、
其
れ
人
に

る
こ
と
有
り
。
久
し
け
れ
ば
則
ち

惑
し
、

諱
み
て
之
を

し
、
肯
へ
て
人
に

け
ず
。
自
ら
以
て
佳
し
と
爲

す
。
故
に
獨
死
に
至
り
て
而
る
に
之
を
知
る
こ
と
な
き
な
り
、
と
。）

（『
醫
心
方
』

二
一
・
治

人
鬼
交
方
第
卅
））

采
女
と
彭

と
の
問
答
に
よ
っ
て
「
鬼
交
の
病
」
の
病
理
を
語

っ
て
い
る
。
長
い

に
相
手
と
交
接
し
て
い
な
い
た
め
性
慾
が

ま
る
と
い
う
こ
と
が
そ
の
病
因
と
さ
れ
る
。
ま
た
鬼
魅
に
よ
る
性

體

が
人

に
よ
る
も
の
を
超
え
る
た
め
、
惑
わ
さ
れ
た
患

は

そ
の
事

を

り
に

げ
る
こ
と
も
せ
ず
、
そ
の
ま
ま

く
な
っ

て
死
ん
で
し
ま
う
と

べ
る
。

「
鬼
交
」
の
根
本

な
病
因
と
さ
れ
る
「
陰
陽
不
交
」
に

目

さ
れ
た
い
。「
陰
陽
不
交
」
で
病
氣
が

こ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

例
え
ば
『
抱
朴
子
』
に
、

陰
陽
不
交
、
則
坐
致

之
病
。
故
幽
閉

曠
、
多
病
而
不

壽
也
。（
陰
陽
交
は
ら
ざ
れ
ば
、
則
ち
坐
し
て

の
病
を
致
す
。

故
に
幽
閉

曠
、
多
く
病
み
て
壽
せ
ざ
る
な
り
）（
同
・
釋

）

と
あ
る
。
こ
こ
の
「

之
病
」
と
は

部
の
氣
の
塞
が
り
に
よ

る
病
氣
と
理
解
し
て
よ
い
。
そ
れ
に

い
考
え
方
は
『
醫
心
方
』

に
も
見
ら
れ
る
。

『
醫
心
方
』

二
十
八
「

」
か
ら
、「
陰
陽
不
交
」
の

を
論
じ
る
三
つ
の
引
用
が
見
つ
か
る
。
一
つ
目
は
右
の
釋

の

例
と
同
じ

容
で
あ
る
が
、

と
素
女
と
の
問
答
形
式
を
取
り
、

頭
に
「
素
女
經
云
」
と
し
て
い
る
。『
抱
朴
子
』

・

に
は
そ
れ
以

の

中
書
と
し
て
『
素
女
經
』
が

げ
ら
れ
て
い

る
が
、『
醫
心
方
』
の
一
つ
目
の
引
用
と
釋

の
例
と
は
同
じ

く
『
素
女
經
』
に
由
來
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
二
つ
目

も

と
素
女
と
の
問
答
形
式
の
文

、

で
あ
る
。

問
素
女
曰
、
今
慾
長
不
交
接
。
爲
之
奈
何
。
素
女
曰
、

不
可
。
天
地
有
開
合
、
陰
陽
有
施

。
人
法
陰
陽
、
隨
四
時
。

今
慾
不
交
接
、
神
氣
不
宣
布
、
陰
陽
閉

、
何
以
自
補
。

氣
數
行
、
去
故

新
、
以
自
助
也
。（

素
女
に
問
ひ
て
曰

く
、
今
長
く
交
接
せ
ざ
ら
ん
と
慾
す
。
之
を
爲
す
に
奈
何
ぞ
、
と
。

素
女
曰
く
、
不
可
な
り
。
天
地
開
合
有
り
、
陰
陽
施

有
り
。
人

は
陰
陽
に
法
り
、
四
時
に
隨
ふ
。
今
交
接
せ
ざ
ら
ん
と
慾
せ
ば
、

神
氣
宣
布
せ
ず
、
陰
陽
閉

し
、
何
を
以
て
か
自
ら
補
は
ん
。

二
七

「
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交
」
と
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氣
を
數
しばしば行

ひ
、
故
き
を
去
り
て
新
き
を

め
、
以
て
自
を
助
く
る

な
り
、
と
。）（

二
八
・
至
理
第
一
）

天
地
陰
陽
の
氣
が
交
わ
っ
て
萬
物
を
生
み

う
よ
う
に
、
男
女

の
陰
陽
の
氣
も
交
わ
っ
て
自
分
の
生
命
を

う
べ
き
だ
と
し
て
い

る
。
さ
も
な
け
れ
ば
自
身
の
神
氣
を

ら
せ
る
こ
と
が
で
き
ず
、

古
い
氣
を
出
し
て
新
し
い
氣
を
取
り
入
れ
る
こ
と
も
で
き
な
く
な

り
、
結
局
生
命
の
活
力
を
維
持
で
き
な
い
と

べ
る
。
そ
の
論
理

は
釋

の
「

之
病
」
の
「

」
と
異
曲
同
工
で
あ
る
。

三
つ
目
は
『
千
金
方
』
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。

『
千
金
方
』
云
。
男
不
可
無
女
、
女
不
可
無
男
。
若
孤
獨
而

思
交
接
、
損
人
壽
、
生
百
病
。

鬼
魅
因
之
共
交
、

損
一

當
百
。（『
千
金
方
』
に
云
ふ
。
男
は
女
無
か
る
べ
か
ら
ず
、
女
は

男
無
か
る
べ
か
ら
ず
。
若
し
孤
獨
に
し
て
交
接
を
思
へ
ば
、
人
壽

を
損
ひ
、
百
病
を
生
ず
。

た
鬼
魅
因
り
て
之
と
共
に
交
は
り
、

の
一
を
損
す
る
こ
と
は
百
に
當
た
る
）（
同
右
）

男
女
は
、
相
手
が
な
く
て
交
接
を
慾
す
る
氣
持
ち
が
滿
た
さ
れ

な
い
こ
と
は
、
壽
命
の
減
損
や

々
な
病
氣
を
齎
し
て
し
ま
う
。

特
に
鬼
魅
が
𨻶
に
乘
じ
て
そ
れ
と
交
わ
る
と
、

の
損
失
が

の
百
倍
と
な
る
と
い
う
。『
千
金
方
』
は
『
玉

』
と
同

に
、

「
陰
陽
不
交
」
に
よ
る

い
性
慾
を
「
鬼
交
」
の
病
因
と
し
て
い

る
。
ま
た
『
千
金
方
』
の

改
版
『
備

千
金

方
』
に
は

似

し
た
見
方
の

容
が
あ
る
。

男
不
可
無
女
、
女
不
可
無
男
。
無
女
則

動
、

動
則
神

、

神

則
損

。
…
有

抑
郁
閉
之
、

持
易
失
。
使
人
漏

尿
濁
、
以
致
鬼
交
之
病
。
損
一
而
當
百
也
。（
…
女
無
け
れ
ば

則
ち

動
き
、

動
け
ば
則
ち
神

れ
、
神

る
れ
ば
則
ち
壽
を

損
ふ
。
…

ひ
て
之
を
抑
郁
し
閉
づ
る
は
、
持
ち

く
失
ひ
易
き

こ
と
有
り
。
人
を
し
て

を
漏
ら
し
濁
を
尿
せ
し
む
る
は
、
鬼
交

の
病
を
致
す
を
以
て
な
り
。
…
）（『
備

千
金
』

二
十
七
・

中
補

第
八
）

實
は
、
右
の
『
千
金
方
』
と
『
備

千
金
』
と
の

容
は
と
も

に
陶
弘
景
の
『

性

命

』
15
）

に
見
ら
れ
る
。
そ
の
文

、

は
『
玉

』
と
同

に
采
女
と
彭

と
の
問
答
形
式
を
し
て
い
る
。
先
行

究
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
『
彭

性
經
』
或
い
は
『
彭

生

經
』

16
）

か
ら
の
引
用
と
な
る
。
二
文

、

が
と
も
に
彭

に
名
を
託
し

た
書
物
と
さ
れ
て
い
る

が
あ
る17

）。

二
八
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彭

は
馬
王
堆
出
土
の

中
關
係
の
テ
キ
ス
ト
「
十
問
」
に
も

現
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
大
形
徹
氏
が

べ
て
い
る
よ
う
に
、
彭

は
魏
晉
以

に
は
ま
だ

中
家
の
代
表

な
人
物
と
は
な
っ
て

い
な
い
。
葛
洪
の
時
代
に
な
っ
て
か
ら

中

で

を
得
た
大
家

と
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、『
神
仙
傳
』
や
『
抱
朴
子
』
以
降
の

中
派
の
論

に
お
い
て
頻
繁
に
現
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た18

）。
し

か
も
「
十
問
」
に
現
れ
る
彭

は
「
采
女
」
と
ペ
ア
に
な
っ
て
い

な
い
。
右
の
『
玉

』
や
『

性

命

』
に
あ
る
彭

に
名
を

託
し
た
論

は
魏
晉
以
降
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

す
べ
き
は
、『
醫
心
方
』
に
あ
る
「
陰
陽
不
交
」
の
三
つ

の
引
用
に
お
い
て
、『
千
金
方
』
か
ら
の
引
用
は

ら
か
に
ほ
か

の
二
例
と
異
な
る
こ
と
で
あ
る
。

と
素
女
と
の
ペ
ア
の
二
例

は
釋

の
「

之
病
」
と
同
源
で
あ
っ
て
と
も
に
『
素
女

經
』
に
由
來
す
る
可
能
性
が
高
い
が
、『
千
金
方
』
か
ら
の
引
用

は
、『

性

命

』
や
『
玉

』
な
ど
と
同

に
、「
陰
陽
不

交
」
の

を
六

以
降
の
病
氣
「
鬼
交
」
と
關

附
け
て
い
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
紛
れ
も
な
く
六

以
降
の

中
論

で
あ
る
と
確

さ
れ
る
。

ま
た
、『
醫
心
方
』

二
十
八
「

鬼
交
」
に
引
か
れ
る
『
玉

』
の

片
に
は
、「
鬼
交
」
を
「
﹅

曠﹅
之﹅
氣﹅
爲

凌
」
と

す
る
こ
と
も
見
ら
れ
る
。「

曠
」
と
は
釋

の
「
幽
閉

曠
」
と
同

に
、
長
い

に

偶

か
ら
離
れ
て
い
る
、
ま
た
附

き
合
う
相
手
が
い
な
い
、
つ
ま
り
「
陰
陽
不
交
」
を
指
す
。
し
か

し
な
が
ら
兩
文

、

に
お
け
る
「

曠
」
の
働
き
は

く
異
な
っ
て

い
る
。
釋

に
お
い
て
は
、

部
の
氣
の
塞
が
り
が
病
氣
を
齎

し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、『
玉

』
お
い
て
は
、
外
部
の

氣
の

を
招
い
て
「
鬼
交
」
の
病
氣
が

こ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

す
べ
き
は
、
外
部
の

氣
が

部
の
氣
の

點
に
乘
じ
て
そ

れ
を

す
る
と
い
う
考
え
方
は
、

に

べ
た
『
論
衡
』
や

『

病
源
』
に
お
け
る
、
氣
の
醫
學
論
に
基
づ
く
「
交
」
の
解
釋

に
相
應
し
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。『
玉

』
な
ど
は
「
鬼
交
」

を
解
釋
す
る
の
に
、
氣
の
理
論
を
「
陰
陽
不
交
」
の

中

に
融

合
さ
せ
て
、
外
部
の

氣
を
人

の
形
に

け
た
鬼
魅
と
し
、
そ

れ
と
患

の
氣
と
の
交
わ
り
を
男
女
の
交
接
と
し
て
い
る
。

以
上
、『
玉

』
な
ど
に
見
ら
れ
る
六

以
降
の

中

は
、

「
陰
陽
不
交
」
の

論
を
「
鬼
交
」
と
結
び
つ
け
て
、
そ
の
病

二
九
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と
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症
を
患

が
鬼
と
交
合
す
る
と
解
釋
し
て
い
た
。
こ
う
い
っ
た
解

釋
は

中
思
想
の

容
を
豐
か
に
し
た
一
方
、『
千
金
方
』
な
ど

後
世
の
醫
書

び
民

に
お
け
る
「
鬼
交
」
に
對
す
る
理
解
に
影

を
與
え
續
け
た
。
特
に
民

の
考
え
方
は
そ
の
影

を
ご
く
直

接

に
示
し
て
い
る
。
例
え
ば
、

の
民

の
怪
異
を
記
し
た

『
夷
堅
志
』
に
は
「
鬼
交
」
の
病
症
の
事
例
が
多
く
集
め
ら
れ
て

い
る
が
、
そ
の
殆
ど
は
患

が
あ
る
も﹅
の﹅
と
性
の
關
係
を
結
ん
だ

か
ら
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
醫
書
に
記
さ
れ
て
い
る
、
一
人
で
言

笑
す
る
と
い
う
症

は
、『
夷
堅
志
』
の
用
例
で
は
、「
鬼
」
と
密

會
す
る

子
と
さ
れ
て
い
る
。

四

「
鬼
交
」
の
民

治
療
と

中

の
思
想

「
鬼
交
」
に
對
す
る
民

の
理
解
は

中
文

、

の
解
釋
に
影

を
受
け
て
い
た
。
そ
の
病
症
は

に
存
在
す
る
鬼
、
す
な
わ
ち
交

接
の
相
手
に
關
わ
る
た
め
、
治
療
も
そ
の
も
の
を

い
拂
う
、
ま

た
は

滅
す
る
と
い
う
形
を
取
る
こ
と
が
多
い
。
一
方
、『
千
金

方
』
に
「

損
一
當
百
」
と

べ
ら
れ
る
よ
う
に
、
鬼
と
交
わ
る

こ
と
に
よ
っ
て
患

自
身
の
生
命
力
も
大
き
な
損

を
被
る
。

痩
、

い

色
、
無
氣
力
、
疲

困
憊
な
ど
、
體
の

を
示
す

症

が
よ
く
言

さ
れ
る
。
ま
た
、
特
に
患

が
男
性
で
あ
る
場

合
に
お
い
て
は
、
生
命
力
の
損
失
が

さ
れ
る19

）。
そ
の
た
め
男

性
の
「
鬼
交
」
の
治
療
に
は
、
失
っ
た
生
命
力
を
補
い

す
こ
と

に
言

し
た
例
が
見
ら
れ
る
。
ま
ず
そ
の
一
例
を

略
に
紹
介
す

る
。

あ
る
家
に
寄
寓
す
る
男
は
、

人
に

け
た
雌
犬
と
淫

し

て
「

」
病
に
な
っ
た
。
こ
の
家
の
若

は
そ
の
こ
と
を
察

知
し
て
雌
犬
を

し
た
。
雌
犬
が

娠
し
て
い
た
よ
う
に
見

え
る
が
、
腹
を
切
り
裂
く
と
腹
中
に
は
膜
の
球
の
よ
う
な
も

の
が
あ
り
、
中
に
は
凝
結
し
た

色
の

液
だ
ら
け
で
あ
る

と
氣
附
い
た
。
そ
れ
を
料
理
に
し
て
男
に

べ
さ
せ
る
と

人
が
來
な
い
よ
う
に
な
り
、
後
に
男
の
「

」
病
も
治
っ
た

と
い
う
。（『
夷
堅
志
』
丁
志

二
十
・

深
）

20
）

「

」
は
傳

と
も
呼
ば
れ
る
。「
治

人
鬼
交
方
」
に
引
用
さ

れ
た
『
玄
感
傳

方
』
は
そ
の
病
氣
を
論
ず
る
專
門
醫
書
で
あ
る
。

「
鬼
交
」
は
『
玄
感
傳

方
』
を
始
め

代
以
降
の
醫
書
に
お
い

て
よ
く
傳

病
の
病
症
の
一
つ
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た21

）。
雌
犬

三
〇

「
鬼
交
」
と

中



が

娠
し
て
い
た
と
さ
れ
た
が
、
腹
中
に
は
子
犬
や
人

の
胎
兒

で
は
な
く
膜
の
球
が
あ
っ
て
、
そ
れ
が
男
の

液
が
凝
結
し
た
も

の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
治
療
方
法
と
し
て
は
そ
の

液

を
患

に

べ
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。

「
交
」
の
相
手
の

に
患

の

液
が
見
つ
か
る
と
い
う
記

は

の
例
に
も
あ
る
。

男
は

の
畫
像
を
見
て
淫
慾
の
心
を

こ
し
、
夜
に
い
つ

も
彼
女
と
交
わ
る
夢
を
見
、

も
な
く
死
ん
で
し
ま
っ
た
。

男
の
家
族
は
そ
の
こ
と
を
知
っ
て
畫
像
の
軸
を
裂
く
と
、

液
が
軸
に
滿
ち
て
い
る
こ
と
に
氣
附
い
た
。（『
夷
堅
志
』
甲

志

十
九
・

寺
畫
像
）

22
）

こ
れ
は
男
性
の
「
夢
與
鬼
交

」
の
例
で
あ
る
。
男
と
交
わ
る

の
畫
像
の
軸
に
男
の

液
が
滿
ち
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、

丁
志

二
十
・

深
で
男
と
交
わ
る
雌
犬
の
腹
中
に
男
の

液

が

ま
れ
て
い
た
こ
と
と

似
す
る
。
二
例
は
共

し
て
、

液

が
交
わ
る
相
手
に
大
量
に
取
ら
れ
た
こ
と
を
病

ま
た
死

の
原

因
と
し
て
い
る
。

一
）

液
と

の
思
想

男
の

液
を
直
接
生
命
力
と
關
係
つ
け
る
考
え
方
は
、

中
思

想
と
密
接
に
關
わ
っ
て
い
る
。『
十
問
』
に

に
「
下
を
實
た
し

を
閉
づ
れ
ば
、
氣
、
漏
泄
せ
ず
…
愼
み
て
守
り
失
う
勿
く
ん
ば
、

長
生
し
て
世
を
累
ね
ん
」

23
）

と
あ
り
、
射

せ
ず
に

氣
を
漏
ら
さ

な
い
こ
と
に
よ
っ
て
長
生
の
目

を

す
る
と

べ
る
。

液
を

惜
し
ん
で
そ
の
排
泄
を
抑
止
す
る
こ
と
は

中

の

旨
の
一
つ

と
し
て
よ
く
語
ら
れ
る
。『
醫
心
方
』
に

夫
陰
陽
之

、

液
爲
珍
。

能
愛
之
性
命
可
保
。（
夫
れ

陰
陽
の

は
、

液
を
珍
と
爲
す
。

ち
能
く
之
を
愛
し
め
ば
性

命
保
つ
べ
し
）（

二
八
・
治
傷
第
廿
）

と
あ
り
、
交
接
に
お
い
て

液
は

も

い
も
の
で
あ
り
、
そ
れ

を
愛
惜
す
れ
ば
生
命
を
長
く
持
ち
續
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。

ま
た
交
接
の

義
は
、

在
於
多
禦
少
女
而
莫
數
瀉

、
使
人
身

百
病

除
也
。

（
多
く
少
女
を
御
し
て
數
しばしば瀉

す
る
莫
き
に
在
れ
ば
、
人
を
し
て
身

を

く
し
百
病
も
て

除
せ
し
む
る
な
り
）（
同
・
至
理
第
一
）

と

べ
て
い
る
よ
う
に
、
多
く
の
少
女
と
交
合
し
て
射

の
回
數

三
一

「
鬼
交
」
と

中



を
少
な
く
控
え
る
こ
と
に
あ
り
、
そ
う
す
れ
ば
體
を

く
し
て

々
な
病
氣
を
治
せ
る
と
し
て
い
る
。
そ
の
原
理
は
放
出
し
よ
う

と
す
る

氣
を
體

に

流
さ
せ
て
體
の
機
能
を
補

す
る
、

謂
「

」
で
あ
る
。

能
動
而
不
施

謂

。

、
補

生

乃

。（
能

く
動
き
て
施
さ
ざ
る
は

謂

な
り
。

は
、
補

し
て

を
生
ず
る
の

な
り
。）（
同
右
）

「

」
を

體

に
ど
こ
へ

す
か
に
つ
い
て
、『
醫
心
方
』
の

收
集
に
は
二

り
の
言
い
方
が
見
ら
れ
る
。
一
つ
は
、
例
え
ば
耳

目
聰

や
五

の

和

び
百
病
の
治
癒
の
た
め
、
射

し
よ
う

と
す
る
時
に

・

氣
を
體
の
百﹅
脈﹅
に

ら
せ
る
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。

に
、
女
色
に
惑
溺
し
て
、
無
理
矢
理
交
接
し
て
あ
く
ま

で
射

し
よ
う
と
す
る
と
、

氣
が
盡
き
て
百
脈
が
損
な
わ
れ
、

百
病
が

こ
る
と
す
る
。
例
え
ば
以
下
の
よ
う
な
記

が
見
ら
れ

る
。

臨
施
…

散
而

百﹅
脈﹅
也
。（
施
す
に
臨
み
…

を
散
じ
て

百
脈
に

せ
し
む
る
な
り
）

臨
動
慾
施
時
…
縮
腹

氣
、
令
入
百○
脈○
中
也
。（
動
き
て

施
さ
ん
と
慾
す
る
時
に
臨
み
…
腹
を
縮
め
て

氣
を

し
、
百

脈
の
中
に
入
ら
し
む
る
な
り
。）（
同
・
治
傷
第
廿
）

百﹅
脈﹅
皆
傷
、
百
病
竝
發
也
。（
百
脈
皆
な
傷
つ
き
、
百
病
竝
び

に
發
こ
る
な
り
。）（
同
・
至
理
第
一
）

も
う
一
つ
は
、
放
出
し
よ
う
と
す
る

液
を
生
殖

か
ら
脳﹅
に

流
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
以
下
の
よ
う
な
例
が
あ

る
。

○
○

補○
脳○
之

…
但
從
玉

復

上
入
脳
中
也
。（

補

脳
の

…
（

）
但
だ
玉

從
り
復
た

り
上
が
り
て
脳
中

に
入
る
な
り
）（
同
・

第
十
八
）

中
の
「

補
脳
」
は
釋

24
）に

も
見
ら
れ
る
。
原
田
二

氏
は
、
上
淸
派
早
期
の
文

、

『

庭

景
經
』
に
あ
る
「
脳
神
は

根
、
字
は
泥
丸
」
に
基
づ
い
て
、
當
時
に
お
い
て
脳
を

の
根

源
と
す
る
考
え
方
が
あ
る
と
推
測
し
た
。
氏
は
そ
の
考
え
方
を

「

補
脳
」
の

提
と
し
て
お
り
、「

」
が
六

以
降
に
な
っ

て
か
ら
脳
す
な
わ
ち
身
體
に
あ
る

も

い
神
の
宿
る
場
に
由
來

す
る
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
、

・

液
が
當
時
の

生
家
に
重

さ
れ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
、
と

べ
る25

）。「

三
二

「
鬼
交
」
と

中



補
脳
」
に
つ
い
て
は
嚴
善

氏
の

究26
）も

參
照
さ
れ
た
い
。

つ
ま
り
、
當
時
の

中

に
お
い
て
は

液
が
百
脈

ち

身

お
よ
び
脳
の
機
能
に
關

す
る
と
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば

の
白

履
忠
（
號
は

丘
子
）
は
『

庭

景
經
』
の
「
長
生
至
愼

中

」
に
對
し
て
「
氣

液
漏
、
體
脳
枯
竭
」

27
）

と

し
、

中
の
不

當
に
よ
っ
て

氣
が
盡
き
て

液
が
漏
洩
す
れ
ば
、
體
と
脳
と
が

枯

し
て
し
ま
う
と
い
う
。

こ
う
い
っ
た
考
え
方
は
民

に
お
け
る
男
性
の
「
鬼
交
」
に
對

す
る
理
解
の

提
と
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
且
つ
『
千
金

方
』
に
「
鬼
魅
因
之
共
交
、

損
一
當
百
」
と
い
う
よ
う
に
、

「
鬼
魅
」
と
の
交
接
に
よ
っ
て
被
る
生
命
力
の
損
失
が
、
一
般
の

男
女
の
交
接
の
百
倍
に
な
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
男
性
患

に
は
體
の

の
ほ
か
、
恍
惚
、
癡
呆
或
は
幻

幻

な
ど

神
方
面
の
異
常
も
屡
々

か
れ
る
が
、
そ
れ
ら
は

液
の

度
の

に
よ
る
脳
部
の
枯

に
關
わ
る
と
解
釋
で
き
る
。

二
）
雌
犬
と
西
王
母

雌
犬
の
腹
中
に
凝
結
し
た
男
性
の

液
が
見
つ
か
っ
た
と
い
う

記

も
興
味
深
い
。

中
の
テ
キ
ス
ト
は
た
い
て
い
男
性
の

角
か
ら
「

陽
（
女

性
の
陰
氣
を
取
っ
て
男
性
の
陽
氣
を

う
）」
の
方
法
を

べ
て
い

る
が
、『
玉

』
は
女
性
の

角
か
ら
の
「

陰
（
男
性
の
陽
氣
を

取
っ
て
女
性
の
陰
氣
を

う
）」
の
方
法
に
も
言

し
て
い
る
。

非
徒
陽
可

也
。
陰
亦
宜
然
。
西
王
母
是

陰
得

之

也
。

一
與
男
交
而
男
立
損
病
。（
徒
だ
に
陽

ふ
べ
き
の
み
に
非
ざ
る

な
り
。
陰
も
亦
た
宜
し
く
然
る
べ
し
。
西
王
母
は
是
れ
陰
を

ひ

て

を
得
る
の

な
り
。
一
た
び
男
と
交
は
ら
ば
而
ち
男
立
たちどころに

損

な
は
れ
病
む
。）（
同
・

陰
第
三
）

西
王
母
は
「

陰
」
の

を
得
た

で
あ
っ
て
、
男
と
交
わ
る

と
男
の
體
が
す
ぐ
損
な
わ
れ
て
病
氣
に
な
る
と
い
う
。
そ
れ
は
男

性
の

が
西
王
母
に
取
ら
れ
す
ぎ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
ま
た
『
玉

』
に
よ
る
「
鬼
交
」
の
病
理

に
「
與
之
交

之

、
其
有

於
人
」
と
あ
る
よ
う
に
、
人

と
交
わ
る
も﹅
の﹅
は
性
技
法
に
優
れ

る
と
考
え
ら
れ
る
。
例
の
雌
犬
、
ま
た
他
の
「
鬼
交
」
の
用
例
に

あ
る
、
交
接
に
よ
っ
て
男
の
病

を
引
き

こ
し
た
妖
怪
た
ち
も

西
王
母
と
同
質
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
み
な

中
の
知
識
に

三
三

「
鬼
交
」
と

中



曉
し
、
人

の
男
と
交
わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の

を
攝
取
す

る

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
考
え
方
を
し
て
こ
そ
、
雌
犬
の
腹
中

に
あ
る

色
の
も
の
が
男
の

液
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ

る
。
そ
れ
を
患

に

用
さ
せ
る
の
は
失
く
し
た

氣
を
も
と
に

す
こ
と
に
相
當
し
、
病

も
そ
れ
に
よ
っ
て
治
癒
で
き
る
と
さ

れ
て
い
る
。

實
は

中

實

が
自
分
の

液
を

用
す
る
事
例
は
確
か

に
存
し
て
い
た
。
南

末
か
ら
元

に
か
け
て
活
動
し
て
い
た

士
李

純
は
「
試
金
石
」

28
）

に
、
當
時
の

を
上
品
か
ら
下
品
ま

で
分

し
、
下
品
の
中
に
も
外

と
さ
れ
る

中

の
箇

に

「

自
己

爲
﹅

元﹅
」
と
い
う
こ
と
を
記
し
た29

）。
記

の
年
代
が

『
夷
堅
志
』
よ
り

い
が
、
李

純
に
批

さ
れ
た
以

に
、
こ

の
よ
う
な

が

に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
雌
犬
の
腹

中
に
あ
る
「

液
」
を
患

に

用
さ
せ
る
事
例
の
背
後
に
は
、

や
は
り
當
時
の

中

が
投
影
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

三
）

陰
の

｜
子
供
を
作
る
か
自
用
か

さ
ら
に

の
例
と
關

さ
せ
て
考
え
て
い
こ
う
。
話
を

略
に

紹
介
す
る
。

寺
で

用
を
務
め
る
一
人
の
行あんじゃ
は
寺
院
に
あ
る
泥
像
の

人
と
交
合
し
、
數
か

を
經
て
病
氣
に
な
っ
た
。

職
は
そ

の
こ
と
を
察
知
し
て
泥
像
の

人
を
粉

し
、
そ
の
中
に
數

か

の
胎
兒
が
い
る
こ
と
に
氣
附
い
た
。
そ
れ
を
日
干
し
に

し
て
屑
に
し
、
藥
に
混
ぜ
て
行

に

ま
せ
る
と
、
行

の

病
氣
が
治
っ
た
と
い
う
。（『
夷
堅
志
』
甲
志

十
七
・
土
偶

胎
）

30
）

男
と
交
わ
っ
て
で
き
た
胎
兒
を
男
に

用
さ
せ
る
治
療
法
は
、

雌
犬
の
腹
中
に
あ
る

液
を
男
に

用
さ
せ
る
方
法
と
同

な

理
を
し
て
い
る
。「

陰
第
三
」
に

陰
の

に
つ
い
て
、

若
知

陰
之

、
使
二
氣
和
合
、
則

爲
男
子
。
若
不
爲
子
、

轉

津
液
、
流
入
百
脈
、
以
陽

陰
、
百
病

除
、

色

澤
、
肌
好
、

年
不
老
。
常
如
少
童
。（
若
し
陰
を

ふ
の

を
知
り
、
二
氣
を
し
て
和
合
せ
し
め
ば
、
則
ち

し
て
男
の
子
と

爲
る
。
若
し
子
を
爲
さ
ず
、
津
液
と
轉

し
て
、
百
脈
に
流
入
せ

し
め
、
陽
を
以
て
陰
を

へ
ば
、（
則
ち
）
百
病

除
し
、

色

澤
と
な
り
、
肌
好
く
、
年
を

べ
不
老
な
り
。
常
に
少
童
の
如
し
。）

三
四

「
鬼
交
」
と

中



（『
醫
心
方
』

二
八
・

陰
第
三
）

と

べ
、

陰

の

を
得
た
女
は
、
男
か
ら
得
た
陽
氣
を
自
分

の
陰
氣
と
合
わ
せ
て
男
の
子
を

娠
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
一
方
、

も
し
子
ど
も
を
作
ら
ず
、
陽
氣
を
自
分
の
體
の
滋

に
轉

さ
せ

れ
ば
、
美
容
や
不
老
の
こ
と
も
で
き
る
、
と
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、
女
性
の

角
の

中

に
お
い
て
は
、
男
性
か
ら
攝

取
し
た

・

氣
は
、
胎
兒
を
作
る
こ
と
に
も
用
い
ら
れ
る
し
、

自
分
の
體
や
命
の

生
に
も
用
い
ら
れ
る
。「
二
氣
和
合
」「

爲

男
子
」
と
い
う
記

か
ら
、
胎
兒
は
男
か
ら
の

氣
（
陽
氣
）
と

女
性
自
身
の

氣
（
陰
氣
）
と
が
交
わ
っ
て
轉

し
た
も
の
で
あ

る
と
言
え
る
。
胎
兒
は
男
性
側
の
生
命
力
を
受
け
て

形
し
た
も

の
で
あ
る
。
そ
れ
を
男
性
に

用
さ
せ
る
行
爲
は
、
流
失
し
た
生

命
力
を
男
性
に

補
す
る
と
い
う
こ
と
を

味
し
て
い
る
。
そ
の

ほ
か
、
補
志

二
二
・
懶
堂
女
子
に
は
、
人

の
女
性
に

け
て

男
と
交
わ
る
妖
怪
の
泥
龜
を

し
て
男
に

べ
さ
せ
る
治
療
法
が

見
ら
れ
る31

）。
こ
れ
は
、
妖
怪
の
泥
龜
が
男
か
ら
取
っ
た

氣
を
自

分
の
體
や
命
に
用
い
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
治
療
法
は
男
の

氣

を
も
ど
し
補
う
こ
と
に
當
た
り
、

深
や
土
偶
胎
の
例
と
本
質

に
は

く
異
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、「
試
金
石
」
に
は
外

の

中

を
批

す
る
箇

の

後
に
、
女
に
生
み
出
し
て
も
ら
っ
た
胎
兒
を
靈
藥
と
し
て

す

る
と
い
う
事
例32

）が
記

さ
れ
て
い
る
。
松
下

信
氏
は
、
そ
れ
が

外
丹
、

丹

び

中

の
思
想
の
絡
み
合
い
か
ら
生
ま
れ
た
思

考
で
あ
る
と

べ
て
い
る33

）。
胎
兒
を
藥
と
す
る
行
爲
も
當
時
の

敎
の

中

と
關
わ
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

五

ま
と
め
に

氣
の
醫
學
論
に
よ
れ
ば
、「
鬼
交
」
と
は
、

入
し
て
き
た
外

部
の
「
鬼
」
の
氣
が
、

部
の
氣
を
壓
倒

に
押
し
附
け
る
こ
と

に
よ
り
、
人

の
氣
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
妨
げ
ら
れ
て

々
な
異
常

が

こ
っ
て
し
ま
う
、
と
い
う
病
氣
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
魏
晉
以
降
の

中
家
は
「
陰
陽
不
交
」
の

論
を
「
鬼
交
」
の
病
理
と
結
び
附
け
て
、
男
女
交
接
の
缺
失
に

よ
る

い
性
慾
を
そ
の
病
因
と
し
て
い
る
。
そ
の
解
釋
が
廣
く
受

け
入
れ
ら
れ
、「
交
」
を
性
交
と
理
解
す
る
こ
と
が
「
鬼
交
」
に

對
す
る
印

の

流
と
な
っ
て
い
っ
た
。
特
に

の
民

で
は
、

三
五

「
鬼
交
」
と

中



「
鬼
交
」
の
病
症
は
「
鬼
」
と
の
性
關
係
に
よ
る
も
の
と
捉
え
ら

れ
る
こ
と
が
『
夷
堅
志
』
か
ら
多
く
確

さ
れ
る
。

代
に
お
け
る
「
鬼
交
」
の
民

治
療
法
に
屡
々

中

の
思

想
の
影

が
見
ら
れ
る
。
本
稿
で
は
、『
夷
堅
志
』
に
あ
る
い
く

つ
か
の
男
性
側
の
「
鬼
交
」
の
用
例
を
中
心
に
分
析
を
行
い
、
そ

の
治
療
法
の
背
景
に
あ
る
「

」
な
ど
の

中
思
想
を

示
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

中
書
で
の
「

」
は
、
放
出
し
よ
う
と
す
る

・

液
を

體

に

流
さ
せ
て
生
命
力
の
流
失
を

け
る
こ
と
で
あ
る
。

『
夷
堅
志
』
の
例
に
お
い
て
は
、
放
出
し
た

・

液
或
は
そ
れ

を

收
し
た
も
の
を
男
に

用
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、

に
流
失

し
た
生
命
力
を
も
と
に

す
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。「

」
の
ル

ー
ト
が
異
な
る
が
、

液
を

び
、
そ
れ
を
生
命
力
と
同
一
に
見

な
す
こ
と
は
、

中
書
で
の
「

」
に

じ
て
い
る
。
そ
の
ほ

か
、
こ
れ
ら
の
治
療
法
が
當
時
實

さ
れ
て
い
た

中

に
關
わ

っ
て
い
る
こ
と
も
確

さ
れ
る
。

古
代
社
會
に
お
け
る
「
鬼
交
」
と
い
う
病
氣
に
對
す
る
理
解
と

治
療
は
、

中

の
思
想
と
密
接
に
關

し
て
い
る
と
言
え
る
。

中

と
の
關
わ
り
を
取
り
入
れ
る
こ
と
は
、
こ
れ
か
ら
の
「
鬼

交
」
の

究
に
お
い
て
不
可
缺
な
一
環
と
し
て
重

さ
れ
る
べ

き
で
あ
る
。
ま
た
、

中

關
係
の
思
想
・
文

、

が
古
代
中
國
の

疾
病

に
如
何
な
る
影

を
與
え
て
い
た
か
も
、
一
つ
の
課
題
と

し
て

討
に
値
す
べ
き
で
あ
る
。

１
）
『
夷
堅
志
』（
中
華
書
局
、
一
九
八
一
）
丁
志

二
十
一
・

深
。

2
）
『
論
衡
校
釋
』（
中
華
書
局
、
一
九
九
〇
）

二
十
二
・
訂
鬼

。

一
曰
、
鬼

老
物

也
。
…
俗

與
物
交

、
見
鬼
之
來
也
。
…

人
病
見
鬼
來
、

其
墓
中
死
人
來

呼
之

、
宅
中
之
六
畜
也
。

見
他
鬼
非
是

素
知

、
他
家
若
草
野
之
中
物
爲
之
也
。

3
）

拙
稿
「
魏
晉
六

か
ら

に
至
る
病
氣
知
識
の
變
動
の
一
面

｜
「
鬼
交
」
と
「

」
を

し
て
｜
」（『
東
洋
古
典
學

究
』
四

十
七
集
、
二
〇
一
九
）。

4
）

2
）

引
用
文

、

。

5
）

原
田
二

「

生

に
お
け
る
「

」
の

念
の
展
開
」（
坂

出
祥
伸

『
中
國
古
代

生
思
想
の
總
合

究
』
平
河
出
版
社
、

一
九
八
八
）
三
四
五
〜
三
四
九
頁
。

6
）
「
神
守
」
と
は
、

神
が

に
凝
聚
す
る

態
で
あ
る
。「
腑

」
の
場
合
に
は
、
五

に
宿
る
べ
き
で
あ
る
神
氣
（
氣

の

三
六

「
鬼
交
」
と

中



神
）
が

に
な
っ
て
五

の

に
凝
聚
で
き
な
く
な
る
。
こ
れ

は
す
な
わ
ち
「
神
守
」
が

く
な
る

態
で
あ
る
。

7
）
『
管
子
校

』（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
四
）

十
六
・

業

。

也

、
氣
之

也
。

8
）
『
靈
樞
』
で
は

六
・
本
藏
に
あ
る
。

9
）
『
靈
樞
』
で
は

九
・
癰
疽
に
あ
る
。

10
）

小
曾

丈
夫
・
新
譯
『
靈
樞
』（
た
に
ぐ
ち
書
店
、
二
〇
一
四
）

を
參
考
し
た
。

11
）
『

病
源
』

四
十
・
與
鬼
交

候
。
如
有
對

、
獨
言
笑
或

時
悲
泣
。

12
）

人
之
見
鬼
、
目
光
與
臥

也
。
…
臥
而
目
光
反
、
反
而

神
見

人
物
之

矣
。
人
病
亦
氣
倦

盡
、
目
雖
不
臥
、
光
已

於
臥
也
、

故
亦
見
人
物

。

13
）

5
）

論
文

、

「

生

に
お
け
る
「

」
の

念
の
展

開
」（
三
五
八
〜
三
六
五
頁
）。

14
）
『
醫
心
方
』
は
東
京
國
立
博
物

藏

井
家
寫
本
の
畫
像
版

（
ｅ
國
寶
）、

び
日
本
醫
學
叢
書
第
二

『
醫
心
方
』（
土
肥
慶

藏
等

、
金
港
堂
出
版
、
一
九
〇
五
〜
六
年
）
を
參
照
。

15
）
『

性

命

』

下
「
御
女
損

第
六
」、『
正
統

藏
』
第

五
七
二

・
洞
神
部
方
法

。
采
女
問
彭

曰
…
彭

曰
、
不
然
。

男
不
慾
無
女
、
無
女
則

動
、

動
則
神

、
神

則
損
壽
…
有

郁
閉
之
、

持
易
失
、
使
人
漏

尿
濁
、
以
致
鬼
交
之
病
。
…

凡
男
不
可
無
女
、
女
不
可
無
男
。
若
孤
獨
而
思
交
接

、
損
人
壽

生
百
病
、
鬼
魅
因
之
共
交
、
失

而
一
當
百
。

16
）

坂
出
祥
伸
・

川
純
代
『「
氣
」
の
思
想
か
ら
見
る

敎
の

中

』（
五

書

、
二
〇
〇
三
）
五
一
頁
に
は
『
彭

性
經
』

と
し
、
土
屋
英

『

敎
の

中

｜
古
代
中
國
人
の
性
愛

法
』（
文

、

藝
春
秋
、
二
〇
〇
三
）
十
九
頁
に
は
『
彭

生
經
』

と
し
て
い
る
。

17
）

坂
出
祥
伸
「
彭

傳

と
『
彭

經
』」（『

敎
と

生
思
想
』

ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
九
二
）
八
一
〜
八
二
頁
。

18
）

大
形
徹
「
老
子
と

中

」（『
人
文

、

學
論
集
』

九
・
十
、
一

九
九
一
）
七
七
〜
九
二
頁
。

19
）

考
察
し
て
き
た
限
り
、
醫
書
や
怪
聞
記

に
か
か
わ
ら
ず
、

「
鬼
交
」
の
症

と
し
て
女
性
の
場
合
は

に

神

な
異
常
、

男
性
の
場
合
は

に
生
命
力
の
流
失
が
記
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
。

例
え
ば
『
夷
堅
志
』
で
は
三
十
八
個
の
男
性
の
用
例
の
中
に
、
三

十
個
が
患

の

に
着
目
し
て
い
る
（
拙
稿
「

の
民
俗
文

、

：

『
夷
堅
志
』
の
「
鬼
交
」
を
中
心
に
」
東
洋
古
典
學

究
五

十
、
二
〇
二
〇
）。

20
）

深
秀
才
廣
昌
人
、

于

里
王
氏
、
去

家
百

許
、
有

人
自
言

家
女
來
與

。

久

病

、

人
疑
焉
。
子
弟
於

暮
見
牝
狗

酒

人
立
而
扣

門
、
匿
跡
窺
之
。

入
、

俄
聞

語
笑
聲
…

以
杖
、

而

。
剖
其
腹
、
似
有
孕
、

一
物
如
皮
毬
、
膜
裏
皆

液
、
疑
結
如

。

熟
之
加
鹽

、

託
爲
野
物
以

、

人

不
至
。

他
日
始
知
其
詳
、
大
驚
愧
、

三
七

「
鬼
交
」
と

中



然

患

疾
亦
愈
。

21
）

3
）

拙
稿
。

22
）

平
江
士
人
徐

業

寺
、
見
室
中

宮
有

人
畫
像
垂
其
上
、

之
。
纔
反
室
、

夢

人
來
與
合
。
自
是
夜
以
爲
常
、
未
幾

死
。
家
人
有
嘗
聞
其
事

至
寺
中

跡
得
之
。
其
像
以
竹
爲
軸
、

剖
之
、

滿
其
中
。

23
）

大
形
徹
『
馬
王
堆
出
土
文

、

譯

叢
書

胎
產
書
・

禁
方
・

天
下
至

談
・
合
陰
陽
方
・
十
問
』（
東
方
書
店
、
二
〇
一
五
）

三
一
三
頁
。

24
）

中
之
法
十
餘
家
…
其
大

在
於

補
脳
之
一
事
耳
。

25
）

5
）

論
文

、

「

生

に
お
け
る
「

」
の

念
の
展

開
」（
三
五
八
〜
三
六
一
頁
）。

26
）

嚴
善

「

補
脳

の
形

と
展
開
」（『
東
方
宗
敎
』
一
〇

三
號
、
二
〇
〇
四
）。
た
だ
、
嚴
善

氏
は
「

」
を
「

補
脳
」
と
同
じ
に
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

27
）
『

庭

景
玉
經

』

中
「
瓊
室

第
二
十
一
」、『
正
統

藏
』
第
一
九
〇

・
洞
玄
部
玉
訣

。

28
）
『
中
和
集
』

二
「
試
金
石
」、『
正
統

藏
』
第
一
一
八

・

洞
眞
部
方
法

。

29
）

中
國
に
お
け
る

中
關
係
の
早
期
の
記
載
に
は

液
を

む
方

法
が
な
か
っ
た
。
後

に

譯
さ
れ
た
佛
典
『
十
誦
律
』

（T
1435

）
に
は
、
比
丘
尼
が
密
か
に
比
丘
の

液
を

ん
だ
と

い
う
話
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
行
爲
が
修
行
に
關
わ
る
か
ど

う
か
は
言

さ
れ
て
い
な
い
。
11
世
紀

頭
に
チ
ベ
ッ
ト
語
譯
に

さ
れ
た
密
敎
經
典
（
例
え
ば
松
長
有
慶
譯
『

密
集
會
タ
ン
ト
ラ

和
譯
』
法
藏

、
二
〇
〇
〇
）
に
性

ヨ
ー
ガ
の
敎
え
が
見
ら
れ

る
。
そ
の
修
行
で
排
泄
し
た

液
が
貴
い
も
の
と
し
て
供

さ
れ
、

修
行

に
も

ま
れ
る
と
い
う
。
こ
の
性

ヨ
ー
ガ
を
含
め
る
密

敎
の
法
門
が
チ
ベ
ッ
ト
か
ら
西
夏
に
傳
來
し
た
こ
と
が
あ
る
と
さ

れ
る
。

の

敎
修
行

た
ち
は
西
夏
に
傳
來
し
た
性

ヨ
ー
ガ

の
法
門
に
出
會
い
、
そ
れ
を

中
の
「

」
思
想
と
結
び
附
け

て

中

の
實

に
應
用
し
た
可
能
性
が
あ
る
と
言
え
よ
う
。
こ

れ
に
つ
い
て
は
今
後
の

究
で
論
じ
た
い
。

30
）

…
一
行

姓

給
香
火
、

土
偶
中

婢

垂
于
外
、

之
、

至
必

咨
惜
。
一
旦
、
偶
人
目
動
、

行
、
携
手
入
屛
後

狎
昵
。
自
是
日
以
爲
常
。
累

矣
、
積
以
臣卜
病
、

自
力
登
山
不

已
。

陰
伺
之
、
至

山

有

人

笑
。

日
尾
其
後
、

人
複
至
。
以

杖

之
、

然
仆
地
。
於

土
中
得
一
兒
胎
、
如

數

孕

。
令
行

取

、
暴
爲
屑
、
和
藥
以

、

愈
。

31
）

…
以
斧
破
鼈
、
剖
骨

暴
日
中
…
命
病

晨
夕
餌
之
…
。

32
）

或
以
五
金
八
石
修

爲
丸
、
令

人

之
、
十

後
產

塊
爲

至
藥
、
采
而

之
。

33
）

松
下

信
『

金
元

敎

丹
思
想

究
』（

古
書
院
、
二

〇
一
九
）
三
一
九
〜
三
三
一
頁
「

丹
と
カ
ニ
バ
リ
ズ
ム
｜

人
・
嬰
兒
・

中

｜
」。

三
八

「
鬼
交
」
と

中


